
東北横断自動車道釜石秋田線 遠野～宮守
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資料２－１
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起終点 ：自）岩手県遠野市宮守町下鱒沢

至）岩手県花巻市東和町安俵
延長 ：２３．７ｋｍ
道路規格 ：第１種第３級 設計速度：８０ｋｍ/ｈ
都市計画決定：平成 ８年度
事業化 ：平成１０年度(平成15年度に直轄高速へ移行)
用地着手 ：平成１７年度
工事着手 ：平成１７年度
全線開通年度：平成２４年度（Ｈ２４.１１）

１．事業の目的と概要（１）

2

○事業目的

宮守～東和 計画概要

・東北横断自動車道釜石秋田線 釜石～花巻は、東日本大震災からの早期復興に向けたリーディング
プロジェクトとして岩手県釜石市～花巻市に至る約80㎞の復興支援道路（自動車専用道路）である。

・遠野～宮守・宮守～東和はその一部を形成し、内陸・沿岸地域の広域的な連携強化・交流促進、
国道283号とのダブルネットワークによる信頼性向上、救急搬送時の速達性・安定性向上、地域
産業の振興、現道隘路の解消等を目的とする道路である。

みやもりちょうと お の し も ま す ざ わ

とうわちょうはなまき あ ひ ょ う

岩手県

秋田県

宮城県
山形県

青森県

東北横断自動車道
釜石秋田線

（遠野～宮守・宮守～東和）

起終点 ：自）岩手県遠野市綾織町新里

至）岩手県遠野市宮守町下鱒沢
延長 ：９．０ｋｍ
道路規格 ：第１種第３級 設計速度：８０ｋｍ/ｈ
都市計画決定：平成 ８年度
事業化 ：平成１５年度
用地着手 ：平成１９年度
工事着手 ：平成１９年度
全線開通年度：平成２７年度（Ｈ２７.１２）

遠野～宮守 計画概要
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１．事業の目的と概要（２）整備状況

②江刺田瀬ＩＣ【H29．10】 ③宮守ＩＣ【H28．11】①江刺田瀬IC～東和間ＩＣ【H29．10】
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１．事業の目的と概要（３）開通記事

4 資料：岩手日報（H27.12.6）資料：岩手日報（H24.11.26）
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◆対象区間の最新の利用交通量は平均約59～104百台/日。
◆平成27年12月の遠野ＩＣ～宮守ＩＣ間開通で、宮守ＩＣ～東和ＩＣ間の交通量は約1.2倍に増加。
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２．交通状況の変化等（１） 交通量
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：主要地方道
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H14年度開通 H24年度開通 H27年度開通

宮守～東和
開通で約1.8倍

※交通量常時観測データによる各月平均

H22 H25 H29

花巻JCT 花巻空港IC 東和IC 江刺田瀬IC 宮守IC 遠野IC

未開通 未開通 未開通 未開通

遠野～宮守
開通で約1.2倍

H22 H25 H29 H22 H25 H29 H22 H25 H29

82
（加重平均値）
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◆横断道を利用することで、花巻市～遠野市間の平均速度が20km/h向上し、所要時間が約10分短縮。
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２．交通状況の変化等（２） 所要時間等

▼花巻市～遠野市間の平均速度の変化（市役所間） ▼花巻市～遠野市間の所要時間の変化（市役所間）
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◆宮守ＩＣ～東和ＩＣの開通前後で、現道の交通量は約５割減少、事故件数は約６割減少。

◆事故類型別では、線形不良箇所の回避により、「車両単独」と「正面衝突」が合わせて２１→８件/３年に減少し、安全性が向上。
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３．事業効果の発現状況（１） 事故減少
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H22 人対車両
H21 車両相互(右折時)

H22 車両相互(正面衝突)
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◆横断道に並行する国道283号と国道107号では、災害により過去10年間で５回（計20.4時間）の全面通行止めが発生。

◆平成28年1月、国道283号通行止め（大雪・倒木）が発生。横断道が無かった場合、一般道迂回ルートは所要時間は約3.3倍。

◆横断道ルートが大幅な迂回を回避し、災害時の信頼性を確保。

8

３．事業効果の発現状況（２） 災害時の広域迂回解消

▼災害通行止め時間・回数
（過去10年計）

出典：岩手県（H19～H28データ）
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出典：プローブデータ（H28.1平日12h上下平均）

▼花巻市～遠野市間の所要時間（市役所間）
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▼国道283号通行止め時の迂回ルート

Ｈ28.1.19撮影

▼国道283号通行止め状況（ ）
一般道迂回ルート
は約3.3倍

横断道が
大幅迂回を回避
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1
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

盛岡市 大船渡市 その他

（件）

70件

（40％）

（53％） （59％）
（70％）

（2％）

65件
54件

73件 69件

（7％）

（49％）

（35％）

（15％）

（39％）

（26％）

（4％） （6％）

138件

56件

（57％）

（34％）

（9％）

（50％）

（17％）

（33％）

◆釜石地域からの管外搬送のうち約７割が高次医療施設のある盛岡市へ搬送。

◆遠野～東和の開通以降、釜石地域からの救急搬送は高速道路ルートに変更し、患者の負担軽減や安定した搬送に寄与。
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３．事業効果の発現状況（３） 高次医療施設へのアクセス向上

滝観洞

江刺田瀬 宮守

遠野

釜石西(仮)
釜石JCT(仮)

花巻市

北上市

遠野市

釜石市

至

横
手

至 青森

至 仙台

搬送ルート
遠野～東和開通前
遠野～東和開通後
全線開通後

盛岡市
岩手医科大学附属病院（三次医療)

岩手県立中央病院（二次医療） など

遠野住田

▼釜石地区から盛岡市の病院への搬送ルート

遠野～東和の開通後、

搬送ルートを高速道路

ルートに変更

▼国道396号の急カーブ箇所
を通行する救急車両( )

遠野住田～遠野

L=11.0km

釜石～釜石西

L=6.0km

仙人峠道路

L=18.4km

遠野～宮守

L=9.0km

東和～花巻

L=11.4km

宮守～東和

L=23.7km
平成27年度

開通
平成30年度
開通予定

平成30年度
開通予定

平成18年度
開通

平成24年度
開通

平成14年度
開通

県立釜石病院
（二次医療）

《消防署の声》

◆患者に負担の少ない安定し

た搬送が可能となるため、救

急搬送に東北横断道・東北

縦貫道を利用するようになっ

た。

◆今後の東北横断道の開通

により、路面凍結による減速

に苦慮することが少なくなり、

また、時間短縮が期待される。

（H26.11 釜石大槌地区行政事務組合
釜石消防署ヒアリング）

：評価対象区間（事業中）

：評価対象区間（開通済）

凡 例
：事業中

：開通済

：一般国道

▼釜石地区外への搬送状況

▼釜石地区から盛岡地区への
所要時間

東和

50

100

150

開通前 現在 全線開通後

資料：H27調査非混雑時旅行速度
（東北横断道及び東北縦貫道は道路構造に応じた速度で算出）

全線開通で
さらに15分短縮

（分）

2時間
9分 1時間

54分

東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻） L=約80km

2時間
15分

これまでの開通で
６分短縮

（105km）
（123km）

（122km）

資料：釜石大槌地区行政事務組合搬送実績

約7割が
盛岡市へ搬送

（74％）

県立大船渡病院（三次医療）

（20％）

宮守～東和開通
（H24.11）

遠野～宮守開通
（H27.12）

東日本大震災（H23.3）



◆産科医不在の遠野市では、花巻市等の病院で出産せざるを得ず、近くに無いため不安な状況。

◆遠野ＩＣ～東和ＩＣが開通し、所要時間の短縮と急カーブ・急勾配箇所の回避により、体の負担と不安感が緩和。
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３．事業効果の発現状況（４） 妊婦さんの通院支援

急カーブ・急勾配箇所の回避による負担軽減開通後

《遠野市在住妊産婦さんの声》

・以前は移動の途中に具合が悪くなることや事故などの不安がありましたが、
開通後は病院への到着時間が短くなったので、お産になった時の不安が減りました。

（H25.6 アンケート結果）

●遠野IC~東和IC間は花巻市・北上市への通院に使われています
▼（例）花巻市内産科医院へ通院する場合

※通院先：Ｈ25 遠野市在住妊産婦へのアンケート調査 （岩手河川国道事務所調べ）
※所要時間：H27調査非混雑時旅行速度（東北横断道は道路構造に応じた速度で算出）

遠野
住田IC

滝観洞IC

東和IC

江刺田瀬
IC

宮守IC
遠野IC

遠野市
お産施設無し花巻市

北上市

宮守IC～東和IC
延長=23.7km
H24.11開通

至 仙台

：宮守IC～東和ICを利用し
て通院している主な病院

病院至 盛岡

花巻市内
産科医院

遠野IC～宮守IC
延長＝9.0km
H27.12開通

至

釜
石

整備前ルート
60分

整備後ルート
48分

《遠野市助産院の声（H24開通前）》

▼市内で出産できないことに

その他 ４％

《Ｈ17 遠野市アンケートより》

経済的な
負担が大きい

１７％

お産のとき遠く不安、
交通手段確保が大変

７８％

開通前

◆出産を終えたばかりの妊婦さんが、今後の出産は控えたいと言うことが多くあります。
◆様々な事情や気持ちがあると思いますが、もちろん病院までが遠いという理由もあると思われます。

不安を感じる理由

回答者数
146人

【資料】遠野市助産院ヒアリング
（妊産婦通院費助成申請における届出数）

▼遠野市在住妊婦の出産市町村（H28年度）

花巻市
32％

北上市
16％

盛岡市
37％

その他
15％

約５割が
花巻市・北上市で出産

0

10

20

30

国道283号 横断道

（箇所）

0箇所
急カーブ
13箇所

急勾配
7箇所

20箇所

(急カーブ R<150m 急勾配 i≧5%）

・以前国道２８３号で通院していた時は上り坂になるとおなかが苦しかったので、
開通後はだいぶ楽になりました。

▼遠野～東和間の線形不良箇所数

線形不良箇所の回避により
体の負担・不安感が緩和



３．事業効果の発現状況（５）１／２ 釜石港活用による物流効率化

◆自動車の電源供給等に用いられる部品を、製造拠点の１つである東南アジア（ベトナム、フィリピン等）から輸入。

横断道の順次開通により、国際フィーダーコンテナ定期航路が開設し、仙台港から釜石港へ輸送ルートを変更。（H28年夏～）

◆陸上輸送時間の短縮により更に1往復が可能となる等、輸送コストが削減し、輸送効率化を支援。

11

◆釜石市と新規運航の海運会社の協力もあり、釜石港の利用へ変更しました。変更は東北横
断自動車道釜石秋田線(釜石～花巻)の開通が大きな理由です。

◆横断道の全線整備によって、更なる輸送効率化に期待しています。
◆無料の高速道路の利用により、所要時間の短縮が図られコスト削減へ役立っています。

《企業の声》

（H28.12 企業ヒアリング調査結果）

45

45
108

花巻JCT

富谷
JCT

釜石港

東和IC

遠野
住田IC

宮守IC
283

4

仙台塩釜港

4

遠野IC

仙台

金ケ崎物流
センター

金ケ崎町

約1時間50分
（横断道利用）

約5時間
（国道４号等利用）

滝観洞IC

大衡IC

釜石

所要時間
・開通前：仙台港～金ケ崎町、H28.12企業ヒアリングより、開通後：釜石港～金ケ崎町、H22調査非混雑時旅行速度より算出
・積込み・荷下ろし時間を30分と仮定

▼輸送時間の変化▼輸送ルート
東北横断自動車道釜石秋田線
宮守～東和

開通前ルート
開通後ルート

物流センターまでの
陸上輸送

H24年度
開通

遠野～宮守
H27年度
開通

京浜港
⇔海外（ベトナム、フィリピン等）

国際
フィーダー
コンテナ定期航路
※国際フィーダー航路とは
・国際コンテナ戦略港湾と国内港湾を
結ぶ内航航路

積込
(30分)

往路
(約5時間)

復路
(約5時間)

荷下ろし
(30分)

時間短縮により、
２便／日・台が可能に

１便／日・台が限界
物流センター

積込
(30分)

積込
(30分)

往路
(約1時間50分)

往路
(約1時間50分)

荷下ろし
(30分)

荷下ろし
(30分)

復路
(約1時間50分)

復路
(約1時間50分)

物流センター

物流センター

釜石港利用

開通後（釜石港利用）

開通前（仙台港利用）

仙台港

釜石港

釜石港

仙台港利用



◆釜石港は東北横断自動車道と三陸沿岸道路の結節点に位置。

◆平成29年9月、釜石港にガントリークレーン１基が増設され、復興道路・復興支援道路の整備進展と合わせ、物流効率化が加速。
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３．事業効果の発現状況（５）２／２ 釜石港活用による物流効率化

◆道路の開通によって釜石港の利用を決定しました。
《新たに釜石港を利用した企業の声》

（H28.12 企業ヒアリング調査結果(H28新規釜石港利用企業)）

＜釜石港の動き＞
・ガントリークレーン 1基増設
（H29年9月23日稼動）
※1時間に30～40個のコンテナを積み下ろし
可能、荷役能力は従来機の約3倍。
岩手県での導入は初。

・国際コンテナ定期航路 開設
（H29年11月17日定期航行）
※釜石港と中国・韓国を週1便で運行する直接航路

資料：岩手日報（H28.12.2）

花巻
空港IC

▼釜石港位置図

遠野IC

遠野住田IC

遠野市

釜石市

北上市

金ケ崎町

東和IC

江刺田瀬IC 宮守IC

遠野～宮守
L＝9.0km

宮守～東和
L=23.7km

平成27年度
(H27.12.5)

開通

平成24年度
(H24.11.25)

開通

遠野道路
約11km

釜石道路
約6km

仙人峠道路
L=18.4km

平成30年度
開通予定

平成30年度
開通予定

平成18年度
(H19.3.18)

開通

滝観洞IC 釜石西IC(仮)

4

45

45

283

283

340

107

340

107

397

456

397

396

釜石JCT
(仮)

東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻） L=約80km

一
般
国
道
４
５
号
（
三
陸
沿
岸
道
路
）

L=359㎞

重要港湾
釜石港

東和～花巻JCT
L=11.4km
平成14年度
(H14.11.7)

開通
花巻市

資料：岩手日報（H29.9.24）
資料：岩手日報（H29.9.24）

※

※

ガントリークレーン



◆横断道の延伸とともに、釜石港の一般貨物コンテナ取扱量・利用企業数が増加。

◆釜石市立地企業も伸び、法人市民税も大幅増加。
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３．事業効果の発現状況（６） 釜石港利活用による税収増加等

▼釜石港利用企業数・一般貨物コンテナ取扱量の推移

花巻
空港IC

▼内陸部と釜石港の物流ルート

遠野IC

遠野住田IC

遠野市

釜石市

北上市

金ケ崎町

東和IC

江刺田瀬IC
宮守IC

遠野～宮守
L＝9.0km

宮守～東和
L=23.7km

平成27年度
(H27.12.5)

開通

平成24年度
(H24.11.25)

開通

遠野道路
約11km

釜石道路
約6km

仙人峠道路
L=18.4km

東和～花巻JCT
L=11.4km

平成30年度
開通予定

平成30年度
開通予定

平成18年度
(H19.3.18)

開通

平成14年度
(H14.11.7)

開通

重要港湾
釜石港

滝観洞IC 釜石西IC(仮)

4

45

45

283

283

340

107

340

107

397

456

397

396

花巻市

内陸企業
（自動車関連製造
業、小売業、食品
製造業、等）

釜石JCT
(仮)

340456

4

▼法人市民税の推移（釜石市）

東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻） L=約80km

H23以降の主な企業立地（増設含む）
立地予定

▼釜石市と立地協定を締結した企業

2 6 7
14 16 20 23 26

2 
2 

5 
9 3 

6 

1
2

5
4

7
2 9

13

1 3 
8 

14 
20 

28 
31 

35 

45 

68 114 

256 

1,759 
2,036 

2,631 

2,354 

2,772 

3,724 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

10

20

30

40

50

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
内陸(利用企業地域) 県外(利用企業地域)
沿岸(利用企業地域) コンテナ取扱量

利用
企業数（社）

コンテナ取扱量
（TEU）

国際フィーダーコンテナ
定期航路開設
（H23.7）

資料：釜石市

東北横断道開通
宮守～東和（H24.11）
遠野～宮守（H27.12）

※1TEU=20フィートコンテナ1個 ※コンテナ取扱量のH27は復興建設発生土の輸送分(2,066TEU)を除いた値

(年)

（1TEU＝20フィートコンテナ1個）
資料：釜石市

※コンテナ取扱量のH27は復興建設発生土の輸送分(2,066TEU)を除いた値▼法人市民税の推移（釜石市）3.4 4.4 7.2 7.0 7.3 9.6 10.1

1.29

2.11 2.06 2.14

2.79 2.95

1.15

1.17
1.56 1.37

1.59 1.48

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
釜石市 釜石市の伸び率

(H21比)
岩手県の伸び率
(H21比)

資料：総務省 地方財政状況調査関係資料

▼法人市民税の推移（釜石市）
(億円) (伸び率)

(年度)

東北横断道開通
宮守～東和（H24.11）
遠野～宮守（H27.12）

2

5

5 6
8

2 3
1

2
1

0

2

4

6

8

10

H23 H24 H25 H26 H27 H28

5
6

8
9

※累計グラフ、増設2社含む

（社） 新規立地企業 東北横断道開通
宮守～東和（H24.11）
遠野～宮守（H27.12）

資料：釜石市

(年度)

利用企業数・
コンテナ取扱量過去最多



14,000 

43,000 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H26.7～H27.6 H27.7～H28.6

（人）
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３．事業効果の発現状況（７） 世界遺産等の周遊観光支援

◆世界遺産「平泉」を有する平泉町、および釜石市にある「橋野鉄鉱山」では、世界遺産登録後に入込客数が増加。

◆平泉来訪者の釜石市への立ち寄りが増加しており、横断道開通が周遊観光の促進に寄与。

▼滞在者数の増加と沿岸部への観光ルート

釜石市

花巻市

宮守IC
遠野IC

釜石西IC(仮)

至

秋
田

遠野市

遠野住田IC

滝観洞IC

江刺
田瀬IC

東和IC

花巻空港
IC

花巻空港

遠野ふるさと村

※滞在者数は遠野市、釜石市のみを表示
※各年1月～10月

45

45

343

397

107

４

396

283

283

至 盛岡

■遠野ふるさと村

資料：遠野市HP

■釜石大観音

立寄者数の増加(人)（H28-H27）
500人以上増加した箇所

・鉄の歴史館
・釜石大観音

道の駅
仙人峠

宮守～東和

《宿泊事業者の声》

《釜石観光協会の声》

◆遠野IC～宮守ICの開通によって、旅行会社やバス会社よりアクセス性が良くなった
との評判がありました。

◆道路の開通も要因となり、平泉から釜石へ、橋野鉄鉱山や三陸沿岸の観光地を巡
る観光客が増えています。 （H29.2 ヒアリング）

(H28.11ヒアリング)

東和～花巻
平成14年度

開通
平成24年度

開通

遠野～宮守
平成27年度

開通
仙人峠道路
平成18年度

開通

釜石～釜石西
平成30年度
開通予定

県内有数の観光地平泉から
の立寄り者が増加

遠野住田～遠野
平成30年度
開通予定

東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻） L=約80km

▼平泉から釜石市への立寄り者数の変化

26,158 

35,850 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

遠野～宮守開通前
（H27.1～10）

遠野～宮守開通後
（H28.1～10）

約1.4倍
（約1万人）

増加

（人）

資料：「混雑統計®」データ（平泉町滞在者を対象）
・値は「混雑統計®」データによる推計値であり、他の公表値とは一致しない
・H27:1月～10月、H28：1月～10月（滞在時間15分以上でカウント）

※「混雑統計®」データは、NTTドコモが提供する「ドコモ地図ナビ」サービスのオートGPS機能利用者より、許諾を得た上で送信
される携帯電話の位置情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加工を行ったデータ。位置情報は最短5分毎に測位される
GPSデータ（緯度経度情報）であり、性別・年齢等の個人を特定する情報は含まれない。

※「混雑統計®」©ZENRIN DataCom CO.,LTD.

花巻温泉

▼橋野鉄鉱山の観光入込客数の推移

世界遺産登録
（H27.7）

約

約

資料：釜石市提供

世界遺産
「橋野鉄鉱山」

■橋野鉄鉱山

■中尊寺金色堂新覆堂

約3.1倍
（約3万人）

増加

※「平泉」の世界遺産登録
・平成23年6月 「仏国土(浄土)を表す建築・庭園
及び考古学的遺産群」として世界文化遺産に登録
・構成は中尊寺や毛越寺など５資産

※「橋野鉄鉱山」の世界遺産登録
・平成27年7月 「明治日本の産業革命遺
産 製鉄・製鋼, 造船,石炭産業」として世
界文化遺産に登録されたうちの一つ
・構成資産である橋野高炉跡は、日本最
古の洋式高炉跡

世界遺産
「平泉」



◆横断道の順次開通により、遠野市へ企業の進出が加速。H25年以降、７社が新設・増設。

◆遠野IC～東和IC間開通後に、遠野東工業団地の拡張整備が決定（H28.3）し、企業誘致活動を支援。

15

３．事業効果の発現状況（８） 企業立地支援

◆道路の順次開通に伴い、遠野市へ工場の増設・新設が増加しています。
◆平成27年3月に既存工業団地が完売し、平成28年3月には遠野東工業
団地の拡張整備を決定しました。更なる雇用の場の確保のため、工業団地
整備に取り組んでいます。

《遠野市の声》

（H29.3 ヒアリング調査結果）

■遠野東工業団地
・既存工業団地売却済み・拡張整備を決定
（H31年造成着手、H32～H37年までの完了を目標）

■遠野東工業団地
工業団地エリア

↑既存施設 既存工業団地

拡張整備予定エリア

遠野東工業団地

開通後、
拡張整備が
決定

283

340

283

遠野住田IC
340

283

396
283

107

456

東北横断自動車道釜石秋田線

平成24年度
開通

宮守～東和
L=23.7km

平成27年度
開通

遠野～宮守
L=9.0km

資料：岩手日報（H29.8.30）

遠野IC

宮守IC江刺田瀬IC

東和IC

▼遠野市へ新設・増設した企業数（累計値）の推移

1 4 4 5 5 7 8 9 9 10 11 12 12 13 131
1

3
5 7 8 9

11 12 13 14
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H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28
増設企業数（累計） 新設企業数（累計）

出典：遠野市

東和IC～
花巻JCT開通
（H14.11）

仙人峠道路
開通

（H19.3）

宮守IC～
東和IC開通
（H24.11）

遠野IC～
宮守IC開通
（H27.12）

７社が
新設・増設

立地企業数
（社）

6
8

11
14

16
18

20
23 24

26 27
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４．事業計画の変更内容

◆宮守～東和のコスト削減額 ３９億円（全体事業費 ５４２億円 → ５０３億円）

◆遠野～宮守のコスト削減額 ３１億円（全体事業費 ２３７億円 → ２０６億円)

項 目 【宮守～東和】
減 額（億円）

【遠野～宮守】
減 額（億円）

概 要

①軟弱地盤改良の変更 ３０ １５ 大規模な軟弱地盤改良不要による削減

②防雪柵の整備延長変更 ９ １６ 防雪柵の整備優先箇所を抽出し、整備延長を削減

合 計 ３９ ３１

【現道における地吹雪発生状況】

【①軟弱地盤改良の変更】 【②防雪柵の整備延長変更】

現道の冬期の地吹雪の状況から防雪柵を全線
整備することで計画

土工概成後に現地調査を行った結果、防雪
柵を全線整備では無く、地吹雪の影響が大
きい箇所を優先的に整備する計画へ変更

当初計画

変更計画

当該箇所周辺地盤の状況から、軟弱地盤改良の実
施を想定して計画

大規模な軟弱地盤改良は伴わず完成

当初計画

変更計画

【軟弱地盤改良：遠野住田～遠野の例】

数量見直し 変動

①中層混合処理工 -165,000m3 -17.1億円

①薬液注入工 -19,000ｍ３ -23.4億円

①路床改良工 -154,000m2 -4.8億円

②防雪柵 -5,400m -24.4億円

合計 -69.7億円



○沿線の開発状況
・平成28年3月 遠野東工業団地の拡張整備が決定
○高規格幹線道路の整備状況
・三陸沿岸道路
平成26年3月 高田道路開通、平成27年11月 吉浜道路開通、平成29年11月 山田宮古道路開通
・東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻）
平成30年度 釜石JCT～釜石西IC間（L=6.0km）、遠野住田IC～遠野IC間（L=11.0km）開通予定

５．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

９．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

８．今後の事後評価及び改善措置の必要性

７．社会経済情勢の変化

事業の目的に対する効果を概ね発現しているが、今後のネットワークの完成後に改めて事後評価を実施し、
改善措置の必要性等を検討する。

別添一覧表参照

６．事業実施による環境の変化

○本事業は一般的な整備効果に加えて、釜石港へのアクセス向上による物流支援等地域特有の効果を発現している。
同種事業においても想定される地域特有の課題解消や整備効果等について、事業進捗とともに把握に努める必要がある。
○また、防雪柵設置区間見直し等によるコスト縮減を行っており、同種事業への反映に努める必要がある。

評価対象区間については、工事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。
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